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運用報告書（全体版） 

ピムコ 短期戦略プラス・ 
オープン（為替ヘッジなし） 

 

 
 

第６期（決算日：2023年４月20日） 
 

 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、お手持ちの「ピムコ 短期戦略プラス・オー

プン（為替ヘッジなし）」は、去る４月20日に第６期

の決算を行いました。ここに謹んで運用状況をご報

告申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／内外／債券 

信 託 期 間 2027年４月20日まで（2017年７月31日設定） 

運 用 方 針 

円建ての外国投資信託であるピムコ ショート
ターム ストラテジー － クラスＪ（ＵＳＤ）お
よびピムコ バミューダ インカム ファンド 
Ａ － クラスＹ（ＵＳＤ）の投資信託証券への投
資を通じて、主として世界（新興国を含みます。）の
幅広い種類の公社債等およびそれらの派生商品等
に投資を行います。 
投資元本の保全と流動性の維持に配慮しつつ利子
収益の確保をめざすピムコ ショートターム ス
トラテジー － クラスＪ（ＵＳＤ）、および利子収
益の確保と長期的な値上がり益の獲得をめざすピ
ムコ バミューダ インカム ファンド Ａ － 
クラスＹ（ＵＳＤ）の投資信託証券への投資配分は、
それぞれ70％、30％を基本とします。 
投資信託証券への投資は高位を維持することを基
本とします。 
投資信託証券への運用の指図に関する権限は、ピム
コジャパンリミテッドに委託します。 
実質的な組入外貨建資産については、原則として為
替ヘッジを行いません。 

主要運用対象 

ピムコ 短期戦略 
プラス・オープン 
（為替ヘッジなし） 

ピムコ ショートターム ストラテ
ジー － クラスＪ（ＵＳＤ）およびピ
ムコ バミューダ インカム ファン
ド Ａ － クラスＹ（ＵＳＤ）の投資
信託証券を主要投資対象とします。 

ピムコ ショートターム 
ス ト ラ テ ジ ー  － 
クラスＪ（ＵＳＤ） 

世界の幅広い種類の公社債等および
それらの派生商品等を主要投資対象
とします。 

ピムコ バミューダ 
インカム ファンド 
Ａ  －  ク ラ ス Ｙ 
（ Ｕ Ｓ Ｄ ） 

ピムコ  バミューダ インカム 
ファンド（Ｍ）への投資を通じて、世
界の幅広い種類の公社債等およびそ
れらの派生商品等を主要投資対象と
します。 

主な組入制限 
投資信託証券への投資割合に制限を設けません。 
外貨建資産への直接投資は行いません。 

分 配 方 針 

経費等控除後の配当等収益および売買益（評価益を
含みます。）等の全額を分配対象額とし、分配金額
は、基準価額水準、市況動向等を勘案して委託会社
が決定します。ただし、分配対象収益が少額の場合
には分配を行わないことがあります。 
 

  
※ 当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 
※ 公募株式投資信託は税法上、「NISA（少額投資非課税制度）およびジュ

ニアNISA（未成年者少額投資非課税制度）」の適用対象です。 
詳しくは販売会社にお問い合わせください。 

 

 分配金額の決定にあたっては、信託財産の成長を
優先し、原則として分配を抑制する方針としま
す。（基準価額水準や市況動向等により変更する
場合があります。） 

◇MUZ-252864-0000-20230420◇ 
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ピムコ 短期戦略プラス・オープン（為替ヘッジなし）

本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ 百万円 

２期(2019年４月22日) 10,529 0 7.0 99.2 4 

３期(2020年４月20日) 10,097 0 △ 4.1 99.5 4 

４期(2021年４月20日) 10,739 0 6.4 99.3 3 

５期(2022年４月20日) 12,437 0 15.8 99.1 3 

６期(2023年４月20日) 13,110 0 5.4 99.1 146 
 

（注） 当ファンドの基準価額は、投資対象とする投資信託証券については、前営業日の基準価額を基に計算しております。 

（注） 当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。 
     

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ 

2022年４月20日 12,437 － 99.1 

４月末 12,355 △ 0.7 99.2 

５月末 12,227 △ 1.7 99.2 

６月末 12,977 4.3 99.4 

７月末 12,842 3.3 99.4 

８月末 13,301 6.9 98.8 

９月末 13,681 10.0 99.0 

10月末 13,955 12.2 98.9 

11月末 13,202 6.2 99.0 

12月末 12,794 2.9 98.9 

2023年１月末 12,652 1.7 98.8 

２月末 13,182 6.0 98.8 

３月末 12,893 3.7 99.0 

(期  末)    

2023年４月20日 13,110 5.4 99.1 
 

（注） 当ファンドの基準価額は、投資対象とする投資信託証券については、前営業日の基準価額を基に計算しております。 

（注） 騰落率は期首比。 
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ピムコ 短期戦略プラス・オープン（為替ヘッジなし）

運用経過
第６期：2022年４月21日～2023年４月20日

当期中の基準価額等の推移について

基準価額等の推移
（円）
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純資産総額：右目盛

基準価額：左目盛

第 ６ 期 首 12,437円
第 ６ 期 末 13,110円
既払分配金 0円
騰 落 率 5.4％

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。

ピムコ 短期戦略プラス・オープン（為替ヘッジなし）
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ピムコ 短期戦略プラス・オープン（為替ヘッジなし）

基準価額は期間の初めに比べ5.4％の上昇となりました。
基準価額の動き

基準価額の主な変動要因

債券利子収入を享受したこと。
米非政府系モーゲージ証券が上昇したこと。
米ドルが対円で上昇したこと。

上昇要因

米国債券市況が下落したこと。
信託報酬等の運用上の費用がかかったこと。

下落要因

ピムコ 短期戦略プラス・オープン（為替ヘッジなし）
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第６期：2022年４月21日～2023年４月20日

投資環境について

債券市況の推移（期首を100として指数化）
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ブルームバーグ・バークレイズ米国総合インデックス（ドルベース）

債券市況
期間を通じて見ると、米国債券市況は下
落しました。
米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）による
積極的な金融引き締め姿勢等が米国金利
の上昇要因となった一方、急激な金融引
き締めを受けた米景気の減速懸念や2023
年３月以降発生した欧米での金融システ
ム不安等が米国金利の低下要因となりま
した。期間を通じてみると米国の長期金
利は上昇し、米国債券市況は下落しまし
た。

（注）現地日付ベースで記載しております。
（注）ブルームバーグ・バークレイズ米国総合インデックスとは、ブルームバーグが算出する米ドル建ての投資適格債

券の値動きを表す指数です。
ブルームバーグ（BLOOMBERG）は、ブルームバーグ・ファイナンス・エル・ピー（Bloomberg Finance 
L.P.）の商標およびサービスマークです。バークレイズ（BARCLAYS）は、ライセンスに基づき使用されている
バークレイズ・バンク・ピーエルシー（Barclays Bank Plc）の商標およびサービスマークです。ブルームバー
グ・ファイナンス・エル・ピーおよびその関係会社（以下「ブルームバーグ」と総称します。）またはブルーム
バーグのライセンサーは、ブルームバーグ・バークレイズ・インデックス（BLOOMBERG BARCLAYS 
INDICES）に対する一切の独占的権利を有しています。

ピムコ 短期戦略プラス・オープン（為替ヘッジなし）
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ピムコ 短期戦略プラス・オープン（為替ヘッジなし）

為替市況の推移（期首を100として指数化、対円）

ピムコ 短期戦略プラス・オープン
（為替ヘッジなし）
円建て外国投資信託であるピムコ　
ショートターム　ストラテジー　－　ク
ラスＪ（ＵＳＤ）およびピムコ　バ
ミューダ　インカム　ファンド　Ａ　－　
クラスＹ（ＵＳＤ）の投資信託証券への
投資を通じて、主として世界（新興国を
含みます。）の幅広い種類の公社債等お
よびそれらの派生商品等を高位に組み入
れ、利子収益の確保および値上がり益の
獲得をめざす運用を行いました。なお、

「ＰＩＭＣＯショートターム戦略」への
投資配分を70％、「ＰＩＭＣＯインカム
戦略」への投資配分を30％とすることを
基本とします。
2023年３月末時点で、２本の円建外国投
資信託を通じて投資した信用リスク管理
上、政府機関の発行または保証する有価
証券と同等と判断した銘柄の実質的な組
入比率は、ファニーメイは2.6％、フレ
ディ・マックは1.8％としました。（ネッ
トベース）

当該投資信託のポートフォリオについて

為替市況
期間を通じて見ると、米ドルは対円で上
昇しました。
2022年10月ごろまでにかけて、積極的
な金融引き締めを続けるＦＲＢと、金融
緩和政策を維持する日銀の金融政策の方
向性の違いが意識され、日米金利差の拡
大観測等から、米ドルは対円で上昇傾向
で推移しました。11月以降は、ＦＲＢの
急激な金融引き締めを受けた米景気の減
速懸念の強まりや、2023年３月以降発生
した欧米での金融システム不安等を背景
に、米ドルに下落圧力がかかる場面もあ
りましたが、期間を通じてみると、米ド
ルは対円で上昇しました。

（注）現地日付ベースで記載しております。
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円・米ドル

ピムコ 短期戦略プラス・オープン（為替ヘッジなし）

― 5 ―

02_コメント-費用-TER_10pt_962834.indd   502_コメント-費用-TER_10pt_962834.indd   5 2023/05/31   18:04:102023/05/31   18:04:10



8

ピムコ 短期戦略プラス・オープン（為替ヘッジなし）

ピムコ　ショートターム　ストラテジー　
－　クラスＪ（ＵＳＤ）
金利戦略
全体の金利リスクを低位に維持しました。

セクター配分戦略
財務内容の健全性などを慎重に考慮し、
リスク対比で投資妙味があると考えられ
る投資適格社債に投資しています。また、
健全性の高い住宅市場の恩恵を受けやす
いと考えられる米非政府系モーゲージ証
券にも投資を行っています。新興国債券
については、財政状況や対外収支などの
ファンダメンタルズを精査し、投資対象
国を慎重に選別しながら投資を継続して
います。

ピムコ　バミューダ　インカム　ファンド　Ａ　
－　クラスＹ（ＵＳＤ）
金利戦略
適切な金利リスク量を見極め、市場環境
に応じて機動的に調整しました。当期間
においては、インフレが懸念される中で
政策金利の引き上げを継続している米国
について、短期年限の金利リスクを中心
に積み増しを行いました。一方で、相対
的に投資妙味に欠けると判断した日本の
金利リスクは売り持ちとしています。

セクター配分戦略
景気後退リスクも意識される中、米政府
関連債や米政府系モーゲージ証券といっ
たリスクオフ時に底堅い値動きが期待出
来る債券を組み入れポートフォリオの高
い安定性を維持しています。社債につい
てはファンダメンタルズの健全な発行体
を選好して投資を行い、また、健全性の
高い住宅市場の恩恵を受けやすい米非政
府系モーゲージ証券への投資を継続して
おります。また、利回りが相対的に高い
新興国債券については、南アフリカやメ
キシコ等へ投資を継続しています。

ピムコ 短期戦略プラス・オープン（為替ヘッジなし）
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ピムコ 短期戦略プラス・オープン（為替ヘッジなし）

分配金について
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、分配対象額の水準等を勘案し、次表の通
りとさせていただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産
中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。

当該投資信託のベンチマークとの差異について
当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。
従って、ベンチマークおよび参考指数との対比は表記できません。

ピムコ 短期戦略プラス・オープン
（為替ヘッジなし）
円建て外国投資信託への投資を通じて主
として世界（新興国を含みます。）の幅
広い種類の公社債等およびそれらの派生
商品等を高位に組み入れた運用を行いま

す。なお、「ＰＩＭＣＯショートターム
戦略」への投資配分を70％、「ＰＩＭＣ
Ｏインカム戦略」への投資配分を30％と
することを基本とします。

今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。）

分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項　目 第６期
2022年４月21日～2023年４月20日

当期分配金（対基準価額比率） －（－％）

当期の収益 －

当期の収益以外 －

翌期繰越分配対象額 3,109

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基
準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨て
で算出しているため合計が当期分配金と一致しな
い場合があります。

ピムコ 短期戦略プラス・オープン（為替ヘッジなし）
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ピムコ 短期戦略プラス・オープン（為替ヘッジなし）

ピムコ　ショートターム　ストラテジー　
－　クラスＪ（ＵＳＤ）
運用戦略に関しては、ポートフォリオ全
体の金利リスクを低位に抑えつつ、米ド
ル建ての投資適格債券を中心に信用力の
高い銘柄への選別投資を通じて信用リス
クを抑制することにより、投資元本の保
全と流動性の維持に配慮しながら、着実
な収益の獲得を目指す方針です。

ピムコ　バミューダ　インカム　ファンド　Ａ　
－　クラスＹ（ＵＳＤ）
米地方銀行の破綻を受けて金融当局が中
小の金融機関に対する規制を強化するこ
とで貸出姿勢が慎重化する可能性がある
点や高金利環境の下で企業の資金調達が
更に困難となり得る点を鑑みて、従来の
想定よりも早い段階で景気後退に入る可
能性が高まったと考えています。また、
欧米の中央銀行の利上げ停止のタイミン
グが近付きつつあるとみていますが、利
下げを開始するためにはインフレ率が中
央銀行の目標水準にまで低下する必要が
あり、金融緩和へのシフトまでには相応
の時間を要すると予想しています。米国
については、金融当局が実施することが
想定される規制強化により中小銀行が融
資姿勢を慎重化する可能性があります。
一方で、厳格な規制への対応が求められ
る大手銀行が中小銀行に代わって融資を
拡大することは難しいと考えられること

から、信用収縮を背景として従来の想定
よりも早いタイミングで景気後退入りす
る可能性が高まったと考えています。
ユーロ圏については、クレディ・スイス
救済時にスイス当局が普通株式よりも先
にＡＴ１債を無価値化するという対応を
行ったことを背景に、今後の金融機関の
資本調達コストが上昇し、域内における
融資が縮小することなどが想定されるた
め、景気後退の可能性は高まったとみて
います。

運用戦略としてはリスク取得に過度に傾
斜しない投資指針が重要と考えており、
確信度の高いボトムアップの投資アイデ
アを通じて相対的に高い利回り収入の獲
得を継続し、魅力的な投資機会の出現に
備えています。引き続き質の良い高利回
り資産を中心とする「攻め」の資産と、
リスクオフ時にポートフォリオを安定化
させる「守り」の資産のバランスを重視
し、「良質なインカム」を着実に積み上
げることで、元本の保全と安定的なイン
カムの提供を目指します。
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2022年４月21日～2023年４月20日

１万口当たりの費用明細

項目
当期

項目の概要
金額（円） 比率（％）

(ａ)信 託 報 酬 124 0.953 (ａ)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（期中の日数÷年間日数）

( 投 信 会 社 ) (93) (0.716) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
( 販 売 会 社 ) (27) (0.207) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
( 受 託 会 社 ) (4) (0.031) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)そ の 他 費 用 0 0.002 (ｂ)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

( 監 査 費 用 ) (0) (0.002) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用

合　　計 124 0.955

期中の平均基準価額は、13,023円です。

（注）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を
含む）は、追加・解約により受益権口数に変動が
あるため、簡便法により算出した結果です。

（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。

（注）各項目の費用は、このファンドが組み入れている
投資信託証券が支払った費用を含みません。

（注）当該投資信託証券の直近の計算期末時点における
「１万口当たりの費用明細」が取得できるものに
ついては「組入れ上位ファンドの概要」に表示す
ることとしております。

（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除し
て100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未
満は四捨五入してあります。

ピムコ 短期戦略プラス・オープン（為替ヘッジなし）
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（参考情報）
■総経費率
当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有
価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じ
た数で除した総経費率（年率）は0.97％です。

総経費率（①＋②＋③） （％） 0.97

①当ファンドの費用の比率 （％） 0.95

②投資先ファンドの運用管理費用の比率 （％） －

③投資先ファンドの運用管理費用以外の比率 （％） 0.02

総経費率
0.97％

当ファンド
0.95％

運用管理費用
（投信会社）
0.72％

運用管理費用
（販売会社）
0.21％

運用管理費用（受託会社）
0.03％

その他費用
0.00％

投資先ファンド
0.02％

運用管理費用
－％
運用管理費用以外
0.02％

（注）①の費用は、１万口当たりの費用明細において用
いた簡便法により算出したものです。

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手
数料及び有価証券取引税を含みません。

（注）各比率は、年率換算した値です。
（注）投資先ファンドとは、このファンドが組入れてい

る投資信託証券（マザーファンドを除く。）です。

（注）①の費用は、マザーファンドが支払った費用を含
み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。

（注）①の費用と②③の費用は、計上された期間が異な
る場合があります。

（注）前記の前提条件で算出したものです。このため、
これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生
した費用の比率とは異なります。
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○売買及び取引の状況 (2022年４月21日～2023年４月20日) 

 

 

銘 柄 
買 付 売 付 

口 数 金 額 口 数 金 額 

国 

内 

 千口 千円 千口 千円  
ピムコ ショートターム ストラテジー － クラスＪ（ＵＳＤ） 7 98,434 0.0015 21  

ピムコ バミューダ インカム ファンド Ａ － クラスＹ（ＵＳＤ） 4 42,699 0.0008 9  
合 計 11 141,133 0.0023 30  

 
（注） 金額は受渡代金。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2022年４月21日～2023年４月20日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2022年４月21日～2023年４月20日) 

期首残高(元本) 当期設定元本 当期解約元本 期末残高(元本) 取引の理由 

百万円 百万円 百万円 百万円  
1 － － 1 当初設定時における取得 

 

○組入資産の明細 (2023年４月20日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 千口 千口 千円 ％ 

ピムコ ショートターム ストラテジー － クラスＪ（ＵＳＤ） 0.1977 7 101,482 69.2 

ピムコ バミューダ インカム ファンド Ａ － クラスＹ（ＵＳＤ） 0.1039 4 43,761 29.9 

合 計 0.3016 11 145,243 99.1 
 
（注） 比率はピムコ 短期戦略プラス・オープン（為替ヘッジなし）の純資産総額に対する比率。 

 

○投資信託財産の構成 (2023年４月20日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資信託受益証券 145,243 99.0 

コール・ローン等、その他 1,507 1.0 

投資信託財産総額 146,750 100.0 
   

投資信託証券 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2023年４月20日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 146,750,637   

 コール・ローン等 1,506,803   

 投資信託受益証券(評価額) 145,243,834   

(B) 負債 172,416   

 未払信託報酬 171,991   

 その他未払費用 425   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 146,578,221   

 元本 111,806,322   

 次期繰越損益金 34,771,899   

(D) 受益権総口数 111,806,322口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 13,110円 

 
＜注記事項＞ 

①期首元本額 2,978,552円 

期中追加設定元本額 108,827,770円 

期中一部解約元本額 0円 

また、１口当たり純資産額は、期末1.3110円です。 

○損益の状況 (2022年４月21日～2023年４月20日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 513,680   

 受取配当金 513,858   

 受取利息 1   

 その他収益金 9   

 支払利息 △       188   

(B) 有価証券売買損益 467,498   

 売買益 489,556   

 売買損 △    22,058   

(C) 信託報酬等 △   195,017   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 786,161   

(E) 前期繰越損益金 676,521   

(F) 追加信託差損益金 33,309,217   

 (配当等相当額) (  27,352,447)  

 (売買損益相当額) (   5,956,770)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 34,771,899   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 34,771,899   

 追加信託差損益金 33,309,217   

 (配当等相当額) (  27,352,447)  

 (売買損益相当額) (   5,956,770)  

 分配準備積立金 1,462,682   
 

（注） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

②分配金の計算過程 

項 目 
2022年４月21日～ 
2023年４月20日 

費用控除後の配当等収益額 411,589円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 374,572円 

収益調整金額 33,309,217円 

分配準備積立金額 676,521円 

当ファンドの分配対象収益額 34,771,899円 

１万口当たり収益分配対象額 3,109円 

１万口当たり分配金額 －円 

収益分配金金額 －円 

③信託財産の運用の指図に係る権限の全部または一部を委託するために要する費用として、信託財産の純資産総額に対し年10,000分の49.5

以内の率を乗じて得た額を委託者報酬の中から支弁しております。 
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＊三菱ＵＦＪ国際投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社に

お問い合わせいただくか、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 

 
［ お 知 ら せ ］ 

三菱ＵＦＪ国際投信株式会社は、2023年10月１日より商号を三菱ＵＦＪアセットマネジメント株式会社に変更します。 
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